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講話

校内支援体制における
通級指導担当者の役割
通級指導担当者だからできること
通級指導担当者にしかできないこと



校内支援体制における通級指導担当者の役割

双方向コミュニケーション
フィッシュボウル（金魚鉢）形式

はじめに



① 失敗、間違いOK

② 言いたくないことは、言わない

③ 積極的に参加する

④ でも、無理しない

はじめに：今日のルール



今日のゴール



お名前

ご所属

校内支援体制で

困っていること

毎日の生活の
充実度○/10

仕事をする上での

強み2つ、課題2つ

自己紹介（４つのコーナー）



「ちがい」に気づく・「ちがい」を知る
「ちがうけどおなじ」を考える



コンサルタント？ コンサルティ？

スクールカウンセラーや教育相談担当などが
担任の先生や保護者が子どもの学校生活における
問題状況をよりよく理解して援助できるよう
働きかけること

提供する側はコンサルタント、
コンサルテーションを受ける側はコンサルティ



クライアント

(児童生徒)
（保護者）

コンサルティ

コンサルタント

直接支援

連
携
・
相
談

コンサルタント？
コンサルティ？



コンサルタント？ コンサルティ？

コンサルテーションの目的は
①コンサルティが子どもの問題をよりよく解決
できるよう援助すること

②コンサルティの援助能力を高めることです。

コンサルテーションにおいては、お互いの鎧
（立場や経験）を尊重して、横の関係で話し合う



クライアント

(児童生徒)
（保護者）

コンサルティ

コンサルタント

直接支援

連
携
・
相
談

学校では、コンサルテーション
過程がコンサルタントとコンサルティ
の間で双方向で行われる



発達障害を含む障害のある
幼児児童生徒に対する
教育支援体制整備
ガイドライン
（平成29年）







校内支援体制における「連携」とは？



校内支援体制における「連携」とは？

複数の者（機関）が対等な立場に位置

した上で、同じ目的を持ち、連絡を

とりながら、協力し合い、それぞれの

者（機関の専門性）の役割を遂行する

こと



①まずなによりも互いの専門性を尊重し、
役割分担を明確にする必要があること。

②異職種の人間が常に共通言語で話が
できないといけない。

③異職種の人と出会うとき、職種を超え
た大変さを互いに慰労する必要もある。

校内支援体制における「連携」とは？



①まずなによりも互いの専門性を尊重し、役割分担を明確に
する必要があること。

通級では〇〇を中心に支援します。

担任の先生は〇〇をお願いします。

校内支援体制における「連携」とは？



クライアント

(児童生徒)
（保護者）

コンサルティ

コンサルタント

直接支援

連
携
・
相
談



助言に当たっては、
なるべく専門用語
を使用しないで、
分かりやすい
具体的な言葉で
説明するように
留意します。



②異職種の人間が常に共通言語で話ができないといけない。

共通言語で話されていない！と
気づいたら、通訳する

集まったメンバーに共通言語の
使用をお願いする

校内支援体制における「連携」とは？



③異職種の人と出会うとき、職種を超えた大変さを互いに
慰労する必要もある。

校内支援体制における「連携」とは？



③異職種の人と出会うとき、職種を超えた大変さを互いに
慰労する必要もある。

校内支援体制における「連携」とは？



③異職種の人と出会うとき、職種を超えた大変さを互いに
慰労する必要もある。

校内支援体制における「連携」とは？



学級担任、等も日々の業務で忙しいところ、時間をさいて会議に
集まっている。
検討する十分な時間がない、しかし、今、この場で支援方針を
決めないと次にこのメンバーで会えるのは早くて〇日後・・・

互いに批判的な言葉が出ることも！

何気ないねぎらいの声を互いにかけたい。

校内支援体制における「連携」とは？



校内支援体制における「連携」とは？

複数の者（機関）が対等な立場に位置

した上で、同じ目的を持ち、連絡を

とりながら、協力し合い、それぞれの

者（機関の専門性）の役割を遂行する

こと



「児童生徒と、その家族の、今と未来の幸せのため」

という同じ目的（ゴール）に向かって、連携する。

連携することが目的（ゴール）ではない。

連携は手段である。

校内支援体制における「連携」とは？



「目的（ゴール）」を

一致させることから始めよう。

校内支援体制における「連携」とは？



言葉も習慣も従うべきルールも変わり，
『当たり前』と思っていたものが決して
『当たり前』ではなくなるのですが、
しばしば私たちはそうしたことに
気づかずにいます。

その結果、思いもよらないコミュニケー
ションの失敗を招き、協力しづらさを
体験し、目標を見失ってしまうことさえ
あります。

校内支援体制における「連携」とは？



なぜ、わかってくれないの？

なるほど、そういう見方・考え方もあるのだな

視点の多様化

校内支援体制における「連携」とは？





実態把握

アセスメント



「校内支援体制気づきのシート」で実態把握



「いいえ」（NG）を減らし、

「はい」（OK）を増やしたい！

通級指導担当者の専門性として

ファシリテーションスキルを身につける

「校内支援体制気づきのシート」で実態把握





ホワイトボードケース会議のご紹介









残念なケース会議の例

□ 何を話し合えばよいのか、わからない。

□ 担任が責められている感じがする。

□ 子どもや保護者のグチや不満を言うだけで終わってしまう

□「見守る」「注意する」という結論が多く、
特に動かない。

□ 結局、どうすればよいのかわからないまま
会議が終了する。

□ 資料づくりや会議の進行に時間がかかる。

□ 子どもや保護者に適切な支援ができず、
状況が改善されない。



□ グチや不満、小さな情報も貴重な情報として
歓迎する。

□ 話を聴いてもらうことで、担任がラクになる。

□ どんな意見もファシリテーターが受け止め、
可視化し、情報共有が進む。

□ それぞれの役割に応じて、チームで支援する。
あ

□ 効率的、効果的な会議の進行で、ケース会議後の
   動き方が明確になる。
（よくわかる学級ファシリテーション・テキスト ホワイトボードケース会議編一部改変）

ホワイトボードケース会議







①
情報共有

発散
（黒）

②
アセスメント

収束
（赤）

③
支援指導計画

活用
（青）

15分 10分 15分



•最も大切なのは深い情報共有

•児童生徒の状況や起きている事実を
参加者全員で共有するプロセスを作る

•児童生徒の強みの情報も集める
例：好きなこと、得意なこと、

サポートがなくてもできていること、
できていたこと

ホワイトボード・ミーティング🄬でファシリテーターになろう！

特別支援教育編（一部改変）

①
情報共有

発散
（黒）

15分



•児童生徒、キーパーソンの「困っている
こと」を考える

•担任が困っていることを聞く

•ホワイトボード・ミーティング🄬アセス
メントスケール（※）で情報を分析する

ホワイトボード・ミーティング🄬でファシリテーターになろう！

特別支援教育編（一部改変）

10分

②
アセスメント

収束
（赤）



• ホワイトボード・ミーティング🄬アセスメント
スケール（※）の情報を分析して支援指導計画
を立てる

• 言葉や態度の意味を翻訳し、ストーリを見立て
る（仮説を立てる）

• 「こうしてはダメ（NG）」ではなく「こうした
らいい（OK）」と肯定的な手立てを工夫する

• アイデアを出し合い、支援計画と役割分担を
決める

• 次回の会議の予定を決める

• ホワイトボードの写真を撮り、保存する
ホワイトボード・ミーティング🄬でファシリテーターになろう！

特別支援教育編（一部改変）
15分

③
支援指導計画

活用
（青）



ふりかえり

① 今日のゴール

② 今日の研修は、どうでしたか？
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